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検査内容変更のお知らせ

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さてこのたび、別掲の項目につきまして、2023年10月より検査内容を変更させて
いただきますのでご案内いたします。
　誠に勝手ではございますが、何卒ご了承の程お願い申し上げます。
 敬具

記

変更内容

● 別掲の一覧表をご参照ください。

変更期日

● 2023年10月2日（月）受付日分より
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検査内容変更項目一覧

項目
コード 検査項目名 変更箇所 新 旧 備考

01640 亜鉛（Zn） 〈血清〉 検 査 方 法 比色法 原子吸光法 自動分析装
置用試薬に
変更

検査材料名 血清
［容器番号：01→02番］

金属用血清
［容器番号：68番］

備 考 （削除） 必ず指定容器で採取し、採取後は
別の容器に移さず、専用検体とし
てご提出ください（同じ容器を用
いる項目は同一検体でも可）。汎
用項目も同時にご依頼の際は、金
属分析用容器（容器番号68）と汎
用容器（容器番号01）の2種類をご
提出ください。
指定容器は、ゴム栓の影響はあり
ません。

（2頁参照）

測定値に影響が出ますので溶血検
体でのご依頼は避けてください。
真空採血管のゴム栓には亜鉛が含
まれているものがあります。当社
指定容器以外を使用の際には十分
ご注意ください。

（新設）

07408 マンガン（Mn） 〈血液〉 検 査 方 法 ICP－MS法 原子吸光法 測定方法の
変更所 要 日 数 5～10日 6～11日

01630 マンガン（Mn） 〈血清〉 検 査 方 法 ICP－MS法 原子吸光法
所 要 日 数 5～10日 6～11日

01631 マンガン（Mn） 〈尿〉 検 査 方 法 ICP－MS法 原子吸光法
（3頁参照）所 要 日 数 5～10日 6～11日

01608 リドカイン 基 準 値 有効治療濃度　1.5～5.0　μg/mL
中毒域　5.1以上

有効治療濃度　1.5～5　μg/mL
中毒域　5以上

表記の適正化

09835 抗核抗体（ANA） 項目コード 13010 09835

（4頁参照）

報 告 成 分 抗体価（Nuclear）
Homogeneous型
Speckled型
Centromere型
Discrete nuclear dots型
Nucleolar型
Nuclear envelope型
Pleomorphic型
Peripheral型
Cytoplasmic型
Mitotic型

抗体価
Homogeneous型
Speckled型
Centromere型
Nucleolar型
Peripheral型
Granular型
核膜型

報 告 様 式 抗体価：　　　　　　（倍）
 40未満/40～40960/ 81920以上
染色型：　　　　　　（倍）
 40未満/40～40960/ 81920以上

抗体価：　　　　　　（倍）
 40未満/40～1280/ 2560以上
染色型：－/＋

報 告 上 限 81920倍以上 2560倍以上
所 要 日 数 2～4日 2～3日

12901 クロザピン 所 要 日 数 3～4日 3～6日
45612 白血病キメラ遺伝子スク

リーニング
別紙報告書 別紙報告書の改訂 ー

（5頁参照）
45826 白血病キメラ遺伝子スク

リーニング/定量解析
別紙報告書 別紙報告書の追加 ー

（5頁参照）

［45612］白血病キメラ遺伝子スクリーニングおよび［45826］白血病キメラ遺伝子スクリーニング/定量解析の別紙報告書改訂は2023年 
10月2日（月）報告日分からとなります。
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　測定方法を原子吸光法から自動分析装置による比色法に変更します。弊社汎用容器では測定値
への影響がないことが確認されており、金属分析用容器への採取は不要となりました。検体量、
基準値等の検査要項の変更はございません。

井上哲, 他：医療と検査機器・試薬 41（3）: 283-287, 2018.
参考文献

亜鉛（Zn）〈血清〉

新旧ニ法の相関
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 r=0.988, n=198  

血清と金属用血清との相関
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（社内検討データ）
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　測定方法を原子吸光法からICP－MS法に変更いたします。新旧二法の相関は良好で、基準値に
変更はございません。

マンガン（Mn）

変更内容
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［マンガン〈血液〉］
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［マンガン〈尿〉］
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［マンガン〈血清〉］

（社内検討データ）

（お知らせ）
マンガン〈血清〉は2024年3月31日をもって検査中止を予定しております。
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　基質（核材）にHEp－2細胞を改良したHEp－20－10細胞を用いた測定試薬に変更します。基質の変更に
伴い「抗核抗体（ANA）染色型に関する国際コンセンサス（ICAP）」が提唱する分類法に準じた染色型
報告に変更いたします。

抗核抗体（ANA）

林伸英, 他: 臨床病理 64（2）: 142-151, 2016.
参考文献

変更内容

新 旧
報告様式 抗体価（Nuclear）

Homogeneous型
Speckled型
Centromere型
Discrete nuclear dots型
Nucleolar型
Nuclear envelope型
Pleomorphic型＊2

Peripheral型
Cytoplasmic型＊3

Mitotic型＊4

Nuclear型の最大希釈倍率を報告

Nuclear型＊1

各染色型それぞれの希釈倍率を報告

Cytoplasmic型の最大希釈倍率を報告
Mitotic型の最大希釈倍率を報告

抗体価

Homogeneous型
Speckled型
Centromere型
Nucleolar型
Peripheral型
Granular型
核膜型

各染色型の最大
希釈倍率を報告
－/＋
－/＋
－/＋
－/＋
－/＋
－/＋
－/＋

以下の染色型が認められた場合はコメントを追記して染色型を報告します。
＊1：Nuclear型でDense fine speckled様型が認められた場合
＊2：Pleomorphic型に含まれる以下の染色型が認められた場合

PCNA様型、CENP－F様型
＊3：Cytoplasmic型に含まれる以下の染色型が認められた場合

Fibrillar様型、Speckled様型、Reticular/AMA様型、Polar/Golgi様型、Rods and rings様型
＊4：Mitotic型に含まれる以下の染色型が認められた場合

Centrosome様型、Spindle fibers様型、NuMA様型、Intercellular bridge様型、Mitotic chromosomal様型

新旧二法の相関

（倍）

新
法

40960

20480 2

10240 5

5120 1 19

2560 1 6 11

1280 2 2 11 1

640 2 7 7 6

320 3 1 2 1

160 1 10 13 3 1

80 12 15 3

40 17 25 11 3

40未満 68 7

40未満 40 80 160 320 640 1280 2560
以上 ー ー ー ー （倍）

旧法 （社内検討データ）
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白血病キメラスクリーニング

　白血病キメラスクリーニング（45612）の別紙報告書に測定対象のキメラ遺伝子30種類の全種類の
結果を報告します。
　白血病キメラスクリーニング／定量解析（45826）は所定の報告書のみに報告しておりましたが、
白血病キメラスクリーニング同様に別紙報告書で対象のキメラ遺伝子全種類の結果も報告いたします。

別紙報告書見本

（実際の報告書はA4サイズです）

裏表




